
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

夢 先 案 内 県立鏡が丘特別支援学校  

進路だより 6 号 

2021 年 10 月号 

9 月 9日(木)3・4 校時、高等部において卒業生講話が行われました。 

講師は本校卒業の 仲地由衣さん（第 42 期生）、 大城亮さん（第 40期生）、吉嶺左恭さん（第

40 期生）にお願いしました。タイトルが「社会資源と社会生活」と、少し堅いかな？難しいかな？

というイメージで話がスタートしましたが、さすが先輩、笑いを交えた巧みなトークに生徒や職

員は引き込まれて行きました。 

内容は一人暮らしをする吉嶺 左恭さんの 1 日を撮ったビデオを観ることから始まりました。

仕事後にヘルパーさんと夕飯の食材の買い出し、ヘルパーさん調理の味付けの確認、少しお酒を

口にして饒舌なる姿には会場から笑いがこぼれました。誰かに与えられだけではなく、自分で好

きな献立を選べるって幸せのひとつですね。 

 

 

 

 

 

 

 

そして、話はリアルなお金の話、社会資源の話へ。19 才まで支給される「特別児童扶養手当」、

「児童福祉手当」や、20才から支給の「障害基礎年金」、「特別障害者手当」の金額について説明

がありました。やはり、お金の話はみんな興味があり、だんだんと真剣な表情になっていきまし

た。しかし、先輩からの質問「自分の障害者手帳が見たことある?保管はどこにしているか知って

る？」には、ほとんどの生徒が上手く答えられず・・・。「今は保護者の人がやってくれているだ

ろうけど、皆さんも大人になったら自分でやるんだよ」と身の引き締まる言葉がありました。 

「進路」というと、卒業後、どのような仕事に就くのかに気を取られがちですが、長い人生を

どのように過ごすのか、QOL(Quality Of Life)「生活の質」の向上について考える良い時間にな

ったと思います。 

新型コロナの影響で、思うように面談が出来なかったり、事業所見学が中止になったりしている影響もあ

り、「もっと、進路に関する情報が欲しい」というご意見が保護者の皆様から聞かれます。各担任の先生を

通して、各学部の進路担当にご一報ください。 よろしくお願い致します。 

終了後も先輩達は

質問攻めに・・・ 

自立へ向けて、先輩達からのエール! 

大事な 

お金のお話 


